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贔
強
制
の

翌
事
件 、

罹

屡

裁平
ニ

―

-
＼

伶
三
七
四
号 、

平
9
10.
4
家
三

部
決
定 、
認
容
（
抗
告
＾
変
更
＞）

一

事
案
の
概
要

本
件
は 、

非
監
護
親
で
あ
る
外
国
人
妻
が

晨
親
で
あ
る
日
本
人
夫
に
対
し 、

離
婚
前

の
面
会
交
流
の
申
立
て
を
し 、

東
京
家
審
平

27
.

12
.

11
（
本
号
後
掲一
三
四）
が
こ
れ

を
認
容
し 、

抗
告
審
の
東
京
高
決
平
28
.

4
.

14
（
本
号
後
掲一
三
二）
が
こ
れ
を
維

持
し
た
の
で 、

監
護
親
が
毎
月一
固 、

第一

日
曜
日 、

午
前―
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

面
会
交
流
を
さ
せ
る
義
務
を
負
担
し
た
に
も

拘
わ
ら
ず
履
行
し
な
か
っ
た
た
め 、

被
監
護

親
が
間
接
強
制
の
申
立
て
を
し
た 。
こ
れ
に

対
し 、

東
京
家
裁
は 、

本
決
定
に
お
い
て ‘

一
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債
務
者
の
平
成
二
七
年
度
の
年
収
が
給
与
収

入
合
計
二
六
四
0
万
円
で
あ
る
こ
と
等
を
考

慮
し 、

不
履
行一
回
に
つ
き一
0
0
万
円
の

間
接
強
制
金
の
支
払
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る 。

二

面
会
交
流
義
務
に
関
す
る一
審・
ニ

審
の
判
断

東
京
家
裁
は 、

後
掲
確
定
審
決
定
原
審
審

判
の
と
お
り 、

認
定
判
断
し
た 。

す
な
わ

ち 、

中
立
人
（
妻）
と
相
手
方
（
夫）
は ‘

平
成―
二
年
に
婚
姻
し 、

平
成一
五
年
に
未

成
年
者
を
も
う
け
た 。
申
立
人
は
日
本
語
で

十
分
な
意
思
疎
通
が
で
き
な
い
た
め 、

日
本

人
と
外
国
人
の
家
政
婦
を
雇
っ
た
が 、

平
成

二
二
年
頃
か
ら
夫
婦
仲
が
険
悪
と
な
り 、

相

手
方
は
平
成
二
四
年
に
横
浜
家
裁
に
離
婚
訴

訟
を 、

申
立
人
も
離
婚
反
訴
を
提
起
し
て ‘

現
在
も
継
続
中
で
あ
る 。
平
成
二
三
年
六
月

一
＝―-
日
に
家
政
婦
が
辞
め
た
後
は
申
立
人
と

未
成
年
者
の
み
で
生
活
し
て
い
た
と
こ
ろ ‘

同
年
七
月一
五
日
に 、

相
手
方
は
未
成
年
者

が
通
っ
て
い
た
小
学
校
か
ら
未
成
年
者
を
連

れ
て
帰
り 、

当
時
の
相
手
方
宅
で 、

家
政
婦

を
雇
っ
て
同
居
し 、

未
成
年
者
は
転
校
し

た 。
申
立
人
は 、

未
成
年
者
の
通
う
学
校
を

探
し
出
し 、

同
年
九
月―
二
日
に
小
学
校
か

ら
連
れ
出
し
た 。
学
校
か
ら
知
ら
せ
を
受
け

た
相
手
方
が
警
察
に
通
報
し 、

警
察
署
に
お

い
て
未
成
年
者
は
相
手
方
に
引
き
渡
さ
れ

た 。
相
手
方
は
再
度
転
居
し
未
成
年
者
も
転

校
さ
せ 、

現
在
も
住
所
を
明
ら
か
に
し
て
い

な
い 。
申
立
人
は
平
成
二
三
年
九
月―
二
日

以
降
未
成
年
者
と
の
面
会
交
流
が
で
き
て
い

な
い 。
申
立
人
は
平
成
二
四
年
九
月
ニ
―
日

会
交
流
（

日
本
加
除
出
版 、

八
八
以
下
参
照） 。

こ
の
問
題
は
ケ
ー

ス
ご
と
に
異
な
り 、

一

律
に

論す
る
こ
と
は
で
き
な
い 。
本
決
定
は

こ
の
点
に
つ
い
て
判
断
し
た一
事
例
と
し
て

も
意
味
が
あ
ろ
う 。

な
お 、

本
件
は
東
京
高
裁
に
抗
告
さ
れ 、

平
成
二
九
年
二
月
八
日
に
制
裁
金
が
あ
ま
り

に
過
大
で
あ
る
と
し
て一―1
0
万
円
に
減
額
す

る
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る 。

A
当
事
者
＞

，
 

A
参
照
条
文
＞

二
0一
五）
五

民
法
七
六
六
条 、

民
執
法一
七

二
条 、

家
事
法
六
五
条

信
権
者

X

同
代
理
人
弁
護
士

棚

瀬

孝

雄

戸

田

知

代

債
務
者

Y

同
代
理
人
弁
護
士

長
谷
川

武

雄

久
保
田

辰

未
成
年
者

z
（
平
成一
五
年
x

x
月
x
x
日
生）

【
主
文】

一

東
京
高
等
裁
判
所
平
成
二
八

年
団
第一
四
二
号
面
会
交
流
審
判
に
対

す
る
抗
告
事
件
（

原
審＂
東
京
家
庭
裁

判
所
平
成一―
六
年
闇
第一
〇一
五
二
号

面
会
交
流
申
立
事
件）

の
執
行
力
あ
る

決
定
正
本
に
基
づ
き ‘

債
務
者
は ‘

債

権
者
に
対
し 、

別
紙
の
と
お
り 、

未
成

年
者
と
面
会
交
流
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い 。

に
未
成
年
者
と
の
面
会
交
流
を
求
め
る
調
停

を
申
し
立
て
た
が 、

平
成
二
六
年一
0
月
二

二
日
に
不
成
立
と
な
っ
て ‘

審
判
手
続
に
移

行
し
た 。

東
京
家
裁
は ‘
い
わ
ゆ
る
原
則
的
実
施
論

に
基
づ
き 、

相
手
方
に
よ
る ‘

申
立
人
の
育

児
放
棄
や
連
れ
去
り
の
危
険
の
主
張 、
あ
る

い
は
未
成
年
者
の
申
立
人
と
の
面
会
拒
否
の

主
張
等
は
い
ず
れ
も
退
け 、

申
立
人
と
の
面

会
交
流
の
実
施
が
末
成
年
者
の
福
祉
を
害
す

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
は
な
い

と
し
て 、

母
子
直
接
面
会
を
認
め
る
べ
き
も

の
と
し
た 。
そ
し
て 、

未
成
年
者
は
既
に一

二
歳
で
あ
り ‘

十
分
な
判
断
能
力
を
有
し 、

意
思
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
考

慮
し
て
も ‘

未
成
年
者
の
負
担
や
生
活
上
の

利
益
に
対
す
る
配
慮
を
し
た
う
え
で 、

面
会

交
流
の
具
体
的
な
方
法
を
定
め 、

相
手
方
に

未
成
年
者
の
引
渡
義
務
を
課
さ
な
け
れ
ば 、

面
会
交
流
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

し
て 、

別
紙
記
載
主
文
の
よ
う
な
面
会
交
流

義
務
の
履
行
を
命
じ
た 。

東
墾
局
裁
は 、

後
掲
確
定
審
決
定
の
と
お

り 、

原
審
主
文
を一
部
変
更
し
た
ほ
か
は 、

原
則
と
し
て
原
審
判
断
を
維
持
し
た 。
そ
の

理
由
に
つ
い
て
も ‘
一
部
修
正
し
た
ほ
か
は

原
審
判
断
を
維
持
し
た 。

―――

判
示
事
項―一
に
つ
い
て
の一
審・――

審
の
判
断

東
京
家
裁
は 、

前
掲
審
判
に
お
い
て 、

審

判
時―
二
歳
に
な
っ
て
い
る
未
成
年
者
の
意

思
に
関
し 、

未
成
年
者
は一
―
歳
時
の
調
査

官
調
査
に
よ
れ
ば ‘

現
在
の
父
の
監
護
状
態

二

債
務
者
が 、

本
決
定
の
送
達
日
以

降 、

前
項
の
義
務
を
履
行
し
な
い
と
き

は 、

債
務
者
は 、

債
権
者
に
対
し 、

不

履
行一
回
に
つ
き一
0
0
万
円
の
割
合

に
よ
る
金
員
を
支
払
え 。

【
理
由】

第一

申
立
て
の
趣
旨
等

主
文
同
旨

第
二

当
裁
判
所
の
判
断編

注
•

本
誌
で
は
証
拠
の
表
示
》

/
は
省
略
な
い
し
割
愛
し
ま
す

一
件
記
録
に
よ
れ
ば
次
の
事
実
が
認
め
ら

れ
る 。m

債
権
者
と
債
務
者
は 、

平
成―
二
年
x
x

月
x
x
日
に 、

婚
姻
し 、

平
成一
五
年
x
x
月
x

X
日 、

未
成
年
者
が
誕
生
し
た 。

②

債
権
者
と
債
務
者
は ‘

平
成
二
三
年
に
別

居
し
た 。

③

璽
署
は 、

悶
二
三
年
六
月
三
日 、
△

△
か
ら
帰
国
し 、

そ
の
後 ‘

未
成
年
者
と
同
居
し

て
い
た 。

④

債
務
者
は 、

平
成一―――一
年
七
月一
五
日 、

未
成
年
者
を
通
っ
て
い
た
小
学
校
か
ら
連
れ
帰

り 、

以
後 、

同
居
し ‘

未
成
年
者
は
転
校
し
た 。

固

債
璽

江

喜一
三
年
九
月―
二
日 ‘

未
成
年
者
を
通
っ
て
い
た
小
学
校
か
ら
連
れ
出
し

た
が 、

警
察
が
介
入
し 、

未
成
年
者
は
債
務
者
に

引
き
渡
さ
れ
た 。

債
務
者
は
転
居
し 、

未
成
年
者
を
転
校
さ
せ

て 、

現
住
所
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い 。
債
権
者

は 、

同
日
後 、

未
成
年
者
と
の
面
会
交
流
を
し
て

い
な
い 。

⑥

債
権
者
は 、

平
成
二
四
年
九
月
ニ
―
日 、

未
成
年
者
と
の
面
会
交
流
を
求
め
て
調
停
の
申
立

て
を
し
た
が
（
当
庁
平
成
二
四
年
際
盗兎
七
八
六

が
変
更
さ
れ
な
け
れ
ば
申
立
人
と
の
面
会
交

流
を
受
容
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ 、

離
婚

訴
訟
に
お
い
て
親
権
者
が
相
手
方
に
指
定
さ

れ 、
こ
れ
が
確
定
し
た
後
に
と
い
う
未
成
年

者
の
発
言
は 、

相
手
方
の
意
向
を
反
映
し
た

も
の
で
あ
り 、
こ
れ
が
面
会
交
流
を
妨
げ
る

べ
き
特
段
の
事
由
に
は
当
た
ら
な
い
と
す

る 。

抗
告
審
の
決
定
も ‘

未
成
年
者
の
拒
否

的
発
言
は
未
成
年
者
の
考
え
と
い
う
よ
り
も

相
手
方
監
護
親
の
主
張
を
受
け
売
り
す
る
も

の
で
あ
り 、

同
相
手
方
が
申
立
人
に
対
す
る

否
定
的
情
報
を
与
え
続
け
た
こ
と
で 、

未
成

年
者
の
認
知
が
歪
ん
で
し
ま
っ
た
結
果
で
あ

る
と
断
じ
た 。

四

判
示
串
項一
の
間
接
強
制
金

判
示
事
項一
の
間
接
強
制
金
の
額
と
し
て

は ‘
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
で
は 、

毎
月
五
万

円 、

八
万
円
な
ど
が
多
く 、

他
の
実
務
例
で

も
五
万
円
か
ら一
0
万
円
が
多
い
と
さ
れ 、

双
方
医
師
の
場
合
で
さ
え一―
0
万
円
と
抑
え

ら
れ
て
い
る
（

梶
村
太
市・
裁
判
例
か
ら
み

た
面
会
交
流
調
停・
審
判
の
実
務
（

日
本
加

除
出
版 ‘
二
0一
三）
三
0
二） 。
実
務
的
に

は ‘

債
務
者
の
支
払
能
力
や
養
育
費
の
額
等

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る 。

債
務
者
の
多
く
は

女
性
で
資
力
が
な
い
場
合
が
多
い
の
で 、

低

額
化
傾
向
に
あ
る
と
も
言
わ
れ
る 。

本
件
は

支
払
能
力
の
高
い
男
性
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ

て 、

毎
月
の
不
履
行一
回
に
つ
き一
0
0
万

円
と
い
う
超
高
額
で
あ
る
が 、
こ
れ
は
極
め

て
ま
れ
な
事
例
で
あ
ろ
う 。
面
会
交
流
の
不

履
行
に
対
し
て
間
接
強
制
が
で
き
る
か
は
消

極
説
も
あ
る
が
（
渡
辺
義
弘・
子
の
監
護
紛

八
号） 、

平
成
二
六
年一
0
月―――一
日 、

不
成
立

と
な
り ‘

審
判
に
移
行
し
た 。
こ
の
間 、

債
務
者

は 、

試
行
面
会
及
び
未
成
年
者
の
調
査
に
応
じ

ず 、

面
会
が
未
成
年
者
の
福
祉
に
反
す
る
と
し
て

こ
れ
を
拒
み 、
そ
の
理
由
と
し
て ‘

債
権
者
に
よ

る
育
児
放
棄 ‘

連
れ
去
り
の
危
険
及
び
未
成
年
者

に
よ
る
面
会
の
拒
否
を
主
張
し 、

間
接
強
制
に
な

じ
ま
な
い
旨
主
張
し
た 。

当
庁
は 、

平
成一一
七
年―
―一
月―
一
日 、

債
務

者
の
前
記
の
主
張
を
い
ず
れ
も
退
け 、

審
判
を
し

た
が 、

当
事
者
双
方
が
即
時
抗
告
し
た
と
こ
ろ ‘

東
京
高
等
裁
判
所
は ‘

平
成
二
八
年
四
月一
四

日 、

債
務
者
の
前
記
主
張
を
い
ず
れ
も
退
け 、

別

紙
の
面
会
を
認
め
る
旨
決
定
し 、

同
決
定
が
同
月

一
八
日
確
定
し
た
（
以
下 、

同
決
定
を
「

確
定
決

定」
と
い
う 。） 。

切

債
務
者
が 、

確
定
決
定
に
従
わ
ず 、

そ
の

第一
回
面
会
交
流
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め ‘

債
権

者
は 、

次
回
の
面
会
に
つ
き
履
行
勧
告
の
申
立
て

を
し
た
が 、

偵
務
者
は
確
定
決
定
に
従
わ
な
か
っ

た
た
め 、

債
権
者
は
本
件
申
立
て
を
し
た 。

⑧

当
裁
判
所
が
民
事
執
行
法一
七
二
条
三
項

に
よ
り ‘

債
務
者
の
申
述
を
求
め
た
と
こ
ろ 、

債

務
者
は
面
会
交
流
を
拒
絶
す
る
旨
述
べ 、
そ
の
理

由
と
し
て
は 、

債
権
者
に
よ
る
ネ
グ
レ
ク
ト

及
び

未
成
年
者
の
連
れ
去
り
並
び
に
未
成
年
者
の
拒
否

を
挙
げ
る 。
ま
た ‘

間
接
強
制
を
認
め
る
べ
き
で

な
い
理
由
と
し
て ‘

未
成
年
者
の
拒
否
を
い
い ‘

そ
の
意
思
を
尊
軍
す
べ
き
旨
及
び
そ
れ
を
前
提
と

す
る
監
護
者
の
限
界
を
主
張
す
る 。

⑨

債
務
者
の
平
成
二
七
年
の
年
収
は
給
与
収

入
合
計
二
六
四
0
万
円
で
あ
る 。

二

債
務
者
が
間
接
強
制
に
つ
い
て
述
べ
る
点

争
解
決
の
法
的
課
題
（

弘
前
大
学
出
版
会 ‘

ニ
0-
―-）
一
三
七
以
下） 、

判
例
は
梢
極

に
解
し
て
い
る
（
最一
決
平
25.
3.

28
民

集
六
七・
三・
八
六
四
ほ
か
多
数） 。

間
接
強

制
に
は
基
本
的
に
は
反
対
し
な
が
ら ‘

債
権

者・
債
務
者
側
や
子
ど
も
の
事
情
等
か
ら
考

え
て 、

間
接
強
制
し
て
で
も
面
会
交
流
を
実

現
す
る
こ
と
が
子
の
利
益
に
か
な
う
特
別
の

事
情
が
あ
る
場
合
に
は 、

例
外
的
に
認
め
て

よ
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
梶
村・
前
掲
書

三
0
五） 。

本
件
は
こ
の
最
後
の
説
に
従
っ

て
も ‘

間
接
強
制
は
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
な
ろ
う 。

五

い
わ
ゆ
る
P
A
s
.
P
A
問
題

判
示
宰
項
二
は 、

未
成
年
者
の
意
思
表
示

を
ど
う
評
価
す
る
か
の
問
題
で
あ
る 。
こ
の

点
に
関
し
て
は 、

家
事
手
続
法一
五
二
条
が

子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
の
審
判
を
す
る
場

合
に
は一
五
歳
以
上
の
子
の
陳
述
を
聴
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
ほ
か 、

同
法

六
五
条
は
そ
れ
以
下
の
未
成
年
者
で
も
年
齢

に
応
じ
た
子
の
意
思
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
旨
を
定
め
て
い
る 。
と
こ
ろ
が 、

未

成
年
者
が
意
思
表
示
を
し
て
も ‘
そ
れ
は
監

護
者
の

影響
に
よ
る
も
の
で 、

子
の
真
意
で

は
な
い
と
す
る
認
定
判
断
が
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る 。
本
件
も
そ
の一
事
例
で
あ
る 。
こ
れ

は
最
近
ア
メ
リ
カ
で
も 、
い
わ
ゆ
る
P
A

s
.
P
A
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る

（
ジ
ョ
ン
・
S・
マ
イ
ヤ
ー

／
高
橋
睦
子
訳・

監
修
「

片
親
引
離
し
症
候
群
P
A
S
と
片
親

引
離
し
P
A
I

研
究
レ
ビ
ュ
ー
—」

梶
村
太

市
11
長
谷
川
京
子
編
著・
子
ど
も
中
心
の
面

は T
未
成
年
者
の
年
齢
及
び
そ
の
意
思
（
面
会
の

拒
否）
並
び
に
そ
れ
を
前
提
と
す
る
監
護
親
の
限

界
を
い
う
も
の
で
あ
る
が 、

年
齢
に
つ
い
て
は 、

要
は 、

債
務
者
が
確
定
決
定
に
従
わ
ず ‘

面
会
交

流
に
応
じ
な
い
間
に
も 、

未
成
年
者
は
成
長
を
続

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り 、

A
証
拠
略
＞
記

載
の
未
成
年
者
の
面
会
の
拒
否
に
つ
い
て
も

前

記
確
定
決
定
が
当
時
提
出
さ
れ
た
未
成
年
者
の
手

紙
に
よ
っ
て
意
思
を
認
定
し
得
な
い
と
し
た
事
情

か
改
め
ら
れ
た
と
は
認
め
ら
れ
ず 、

債
務
者
の
主

張
は
採
用
し
難
い 。

ま
た ‘

債
務
者
が
面
会
交
流
を
さ
せ
ら
れ
な
い

事
情
と
し
て
主
張
す
る
点
は 、

前
記
の
ほ
か 、

既

に
確
定
決
定
で
退
け
ら
れ
た
こ
と
の
繰
り

返
し
で

あ
り 、
理
由
が
な
い 。

三

そ
う
す
る
と 、

債
務
者
は
債
権
者
に
対

し ‘

速
や
か
に
未
成
年
者
と
の
面
会
を
認
め
る
べ

き
義
務
か
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
こ
ろ

本
件
の
経
緯
等
に
か
ん
が
み
る
と

も
は
や
任
意

の
履
行
を
期
待
す
る
こ
と
は
固
難
な
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら 、

間
接
強
制
の
方
法
に
よ
っ
て
実
現
を

図
る
必
要
及
び
理
由
が
あ
り 、

債
務
者
の
資
力
そ

の
他
を
考
慮
し 、

民
事
執
行
法一
七
二
条一
項
に

よ
り 、

間
接
強
制
の
方
法
と
し
て
主
文
の
と
お
り

定
め
る
の
が
相
当
で
あ
る 。（

裁
判
官

別
紙
m

月一
回

第一
日
曜
日

ら
午
後
四
時
ま
で

切

債
務
者
は ‘

田
の
面
会
交
流
開
始
時
間

に ‘
△
△
駅
の
改
札
D
に
お
い
て ‘

債
務
者
又
は

個
務
者
の
指
示
を
受
け
た
第
三
者
を
し
て
偵
権
者

午
前
一
時
か

棚
橋
哲
夫）

........ 
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に
未
成
年
者
を
引
き
渡
す 。

⑱

債
権
者
は 、

（
の
面
会
交
流
終
了
時
間

に 、
△
△
駅
の
改
札
口
に
お
い
て 、

債
務
者
又
は

債
務
者
か
ら
事
前
に
通
知
を
受
け
た
ほ
務
者
の
指

示
す
る
第
三
者
に
対
し
未
成
年
者
を
引
き
渡
す 。

印

当
事
者
や
未
成
年
者
の
病
気
や
未
成
年
者

の
学
校
行
事
等
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り 、
上

記
日
程
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は 、
上

記
事
情
が
生
じ
た
当
事
者
が
他
方
当
事
者
に
対

し 、
速
や
か
に
そ
の
理
由
と
共
に
そ
の
旨
を
電
子

メ
ー

ル
に
よ
っ
て
通
知
し 、

債
権
者
及
び
債
務
者

は ‘

未
成
年
者
の
福
祉
を
考
慮
し
て
代
替
日
を
定

め
る 。参

考

確
定
審
決
定
（
東
京
高
決
平
28
.

4
.

14
〔
平
二
八
例―
四
二
号〕）

【
主
文】

一

原
審
判
の
主
文
第一
固
項
及

び
第一
二
項
を
次
の
と
お
り
変
更
し 、

そ

の
余
は
原
審
判
の
と
お
り
と
す
る 。

「一
印

当
事
者
や
未
成
年
者
の
病
気

や
未
成
年
者
の
学
校
行
事
等
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
り 、

上
記
日
程
を
変
更

す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は 、

上
記
事

情
が
生
じ
た
当
事
者
が 、

他
方
当
事
者

に
対
し 、

速
や
か
に
そ
の
理
由
と
共
に

そ
の
旨
を
電
子
メ
ー

ル
に
よ
っ
て
通
知

し 、

原
審
申
立
人
及
び
原
審
相
手
方

は 、

未
成
年
者
の
福
祉
を
考
慮
し
て
代

替
日
を
決
め
る 。

三

原
審
相
手
方
は 、

原
審
申
立
人

が 、

未
成
年
者
に
対
し 、

原
審
相
手
方

の
勤
務
す
る
株
式
会
社
△
△
の
事
務
所

を
送
付
先
と
す
る
方
法
に
よ
っ
て ‘

社

申
立
人
が
原
審
相
手
方
の
仕
事
の
手
伝
い
と
し
て

自
宅
で
稼
働
し
て
い
る
間
は 、
C
が
未
成
年
者
の

面
倒
を
見
て
い
た 、

洗
濯
は
主
に
原
審
申
立
人

が 、

掃
除
は
A
が
行
っ
て
い
た ‘
夕
食
は
原
審
申

立
人
と
C

が
話
し
合
っ
て
献
立
を
決
め ‘
C
が
△

△
の
料
理
を
作
っ
て一
緒
に
食
べ
て
い
た 、
土
曜

や
日
曜
に
原
審
申
立
人
及
び
原
審
相
手
方
夫
婦
が

外
出
す
る
際
は 、

C

が
未
成
年
者
の
面
倒
を
見

て ‘
一
緒
に
添
い
寝
し
て
や
っ
て
い
た 、
と
い
う

の
で
あ
り 、
C
の
説
明
は 、
具
体
的
で
か
つ
自
然

で
あ
り

信
用
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

こ
れ
に
対
し 、
A
の
陳
述
書
や
別
件
に
お
け
る

証
言
中
に
は 、

原
審
申
立
人
が一
切
家
事
を
し
な

か
っ
た
と
の
供
述
も
見
ら
れ
る
が 、

同
供
述
は 、

原
審
相
手
方
の
酒
癖
の
点
な
ど
原
審
相
手
方
に
不

利
な
点
に
関
し
て
原
審
相
手
方
を
か
ば
い
立
て
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
上
に 、
A

は
現
在
で
も
原
審

相
手
方
の
家
政
婦
を
務
め
て
い
る
者
で
あ
る
か

ら 、
こ
の
よ
う
な
人
間
関
係
に
照
ら
し
て
も
そ
の

内
容
は
に
わ
か
に
は
採
用
し
が
た
い
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い 。

ま
た 、

未
成
年
者
は 、

原
審
家
庭
裁
判
所
の
調

査
官
に
よ
る
各
調
査
に
際
し 、

未
成
年
者
が
小
学

二
年
生
の
と
き
原
審
申
立
人
が
朝
食
を
作
っ
て
く

れ
ず 、

朝
起
こ
し
て
く
れ
な
か
っ
た
と
涙
な
が
ら

に
話
し
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
が 、
そ
の
述
べ
る

時
期
は 、

原
審
中
立
人
が
未
成
年
者
を
連
れ
出
し

た
時
期
の
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
し 、

未
成
年

者
が
涙
を
流
し
た
の
が
原
審
申
立
人
の
未
成
年
者

に
対
す
る
扱
い
が
原
因
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
い
か
ら 、
上
記
の
証
拠
も
前
記
認
定
を
左
右

す
る
も
の
で
は
な
い 。

以
上
も
踏
ま
え
て
判
断
す
れ
ば 、

原
審
申
立
人

会
的
に
相
当
な
範
囲
内
の
贈
り

物
を
送

付
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
は
な
ら
ず 、

原

審
申
立
人
が
未
成
年
者
宛
て
に
送
付
し

た
贈
り

物
を
受
領
し
た
時
は 、

速
や
か

に
当
該
贈
り

物
を
未
成
年
者
に
交
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。」

二

手
続
費
用
は 、

原
審
と
抗
告
審
を
通

じ 、

各
自
の
負
担
と
す
る 。

【
理
由】

一

事
案
の
概
嬰

①

本
件
は 、

妻
で
あ
る
原
審
申
立
人
（
△
△

国
国
籍 、
X
X
年
x
x
月
x
x
H
生）
が 、

夫
で

あ
る
原
審
相
手
方
Y

と
の
間
に
も
う
け
た
長
女
で

あ
る
未
成
年
者
（
平
成一
五
年
x
x
月
x
x
日

生）
に
つ
い
て 、
そ
の
監
護
を
し
て
い
る
原
審
相

手
方
に
対
し
て
面
会
交
流
を
求
め
た
事
案
で
あ

る 。
誓
判
は 、

次
の
内
容
で
面
会
交
流
を
行
う
こ

と
を
原
審
相
手
方
に
命
じ
た 。

「一

原
審
相
手
方
は 、

原
審
申
立
人
に
対

し 、

本
審
判
確
定
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以

降 、

以
下
の
と
お
り 、

原
審
申
立
人
と
未
成
年
者

が
面
会
交
流
す
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

�ヽ。
1
>

①

月一
回
第一
日
曜
日
午
前―
一
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で

図

原
審
相
手
方
は 、

川
の
面
会
交
流
開
始
時

間
に 、
△
△
駅
の
改
札
口
に
お
い
て 、

原
審
相
手

方
又
は
原
審
相
手
方
の
指
示
を
受
け
た
第
三
者
を

し
て 、

原
審
申
立
人
に
対
し
未
成
年
者
を
引
き
渡

す 。③

誓
申
立
人
は 、

田
の
面
会
交
流
終
了
時

間
に 、
△
△
駅
の
改
札
口
に
お
い
て 、

原
審
相
手

方
又
は
原
審
相
手
方
か
ら
事
前
に
通
知
を
受
け
た

の
未
成
年
者
に
対
す
る
従
前
の
監
護
姿
勢
に
問
題

は
見
い
だ
せ
ず 、

原
審
申
立
人
が
未
成
年
者
の
育

児
を
放
棄
し 、

虐
待
を
し
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ

な
い 。原

審
相
手
方
は 、
こ
の
ほ
か 、

原
審
申
立
人
が

不
貞
を
行
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
し
て
写
真
を

提
出
し 、
A
の
供
述
中
に
も
こ
れ
に
沿
う
部
分
が

見
ら
れ
る
が 、

証
拠
A
略
＞
に
よ
れ
ば 、
上
記
写

真
は 、

原
審
申
立
人
が ‘

平
成
二
二
年
こ
ろ
写
真

家
の
パ
ー

テ
ィ
に
参
加
し
た
際
の
写
真
で
あ
っ

て 、

不
貞
の
裏
付
け
と
な
る
と
は
い
え
な
い
し 、

A
の
供
述
が
に
わ
か
に
信
用
で
き
な
い
の
は
前
記

の
と
お
り
で
あ
る
か
ら 、

原
審
相
手
方
の
主
張
は

採
用
で
き
な
い 。」

イ

七
頁一
七
行
目
か
ら
八
頁一
六
行
目
ま
で

〈
S―

史
彗
聾

炉踪
頂〉
を
次
の
と
お
り
改
め
る 。

「
ア

原
審
相
手
方
は 、

そ
の
根
拠
と
し
て ‘

①
原
審
申
立
人
は 、

平
成――――一
年
九
月―
―一
日 、

未
成
年
者
を
通
学
先
か
ら
連
れ
去
っ
た 。

②
原
審

車止
人
は 、

同
年
八
月一
日
原
審
相
手
方
の
勤
務

す
る
会
社
に
押
し
か
け 、
窓
ガ
ラ
ス
を
棒
状
の
も

の
で
叩
き
割
る
器
物
損
壊
行
為
を
行
い ‘

刑
事
処

分
を
受
け
た 。

③
原
審
申
立
人
は 、

原
審
相
手
方

の
勤
務
先
の
会
社
の
車
両
に
G
P

S

追
跡
装
置
を

醤
し
た 。

④

屡
申
立
人
は 、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
上
に
未
成
年
者
の
写
真
を
無
断
で
公
開
し 、

未

成
年
者
を
見
か
け
た
ら
原
審
申
立
人
に
連
絡
す
る

よ
う
呼
び
か
け
た 。

⑤
原
審
申
立
人
は 、
い
か
が

わ
し
い
者
と
交
際
し 、
こ
れ
ら
の
者
を
自
宅
に
居

住
さ
せ
て
い
る 、
な
ど
と
主
張
す
る 。

イ

上
記
①
な
い
し

④
の
各
事
実
は
記
録
上
認

め
ら
れ
る
が 、
こ
れ
ら
に
先
立
ち
原
審
相
手
方
が

原
審
璽
笑
に
無
断
で
未
成
年
者
を
連
れ
出
し
て

原
審
相
手
方
の
指
示
す
る
第一
二
者
に
対
し 、

未
成

年
者
を
引
き
渡
す 。

④

当
事
者
や
未
成
年
者
の
病
気
や
未
成
年
者

の
学
校
行
事
等
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り 、

上

記
日
程
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は 、
上

記
事
情
が
生
じ
た
当
事
者
が 、

他
方
当
事
者
に
対

し 、
速
や
か
に
そ
の
理
由
と
共
に
そ
の
旨
の
通
知

を
し 、

原
審
申
立
人
及
び
原
審
相
手
方
は 、

未
成

年
者
の
福
祉
を
考
慮
し
て
代
替
日
を
決
め
る 。

二

原
審
相
手
方
は 、

原
審
申
立
人
と
未
成
年

者
が 、

手
紙
に
よ
り

相
互
に
交
流
す
る
こ
と
を
妨

げ
て
は
な
ら
な
い 。

三

原
審
相
手
方
は 、

原
審
申
立
人
が 、

未
成

誓
に
対
し 、

社
会
的
に

間
な
範
囲
内
の
贈
り

物
を
送
付
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
は
な
ら
ず 、

原
審

申
立
人
が
未
成
年
者
宛
に
送
付
し
た
贈
り

物
を
受

領
し
た
時
は 、

速
や
か
に
当
該
贈
り

物
を
未
成
年

者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。」

図

原
審
相
手
方
は 、
上
記
審
判
を
不
服
と
し

て
そ
の
取
消
し
と
原
審
申
立
人
の
申
立
て
の
却
下

を
求
め
て
抗
告
し 、

原
審
申
立
人
も ‘
上
記
審
判

を
不
服
と
し
て ‘

面
会
交
流
の
回
数
を
月
二
回
と

し 、

原
審
相
手
方
は 、

原
審
申
立
人
と
未
成
年
者

が
手
紙
や
電
子
メ
ー

ル
で
相
互
に
交
流
す
る
こ
と

を
妨
げ
て
は
な
ら
ず 、

原
審
相
手
方
は 、

本
審
判

の
確
定
の
日
か
ら
二
週
間
以
内
に 、

原
審
申
立
人

に
対
し
手
紙
の
送
付
先
（
現
住
所） 、

携
帯
電
話

番
号
等
の
連
絡
先
を
通
知
し 、
ま
た 、

原
審
申
立

人
が
未
成
年
者
に
対
し
贈
り

物
を
送
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
そ
の
送
付
先
（
現
住
所）
を
通
知

し 、
上
記
送
付
先
や
連
絡
先
に
変
更
を
生
じ
た
と

き
は
直
ち
に
変
更
の
時
期
及
び
変
更
後
の
送
付
先

を
通
知
し 、

原
審
相
手
方
は 、

原
審
申
立
人
に
対

い
た
こ
と
か
ら
す
る
と 、

原
審
申
立
人
が
上
記
の

よ
う
な
行
動
に
出
た
こ
と
は 、

追
い
詰
め
ら
れ
た

母
親
の
心
情
に
鑑
み
る
と
酌
呈
す
べ
き
点
も
あ

る 。

⑤
に
つ
い
て
は
証
拠
A
略
＞
に
よ
れ
ば 、

原

審
申
立
人
の
自
宅
に
△
△
国
籍
の
女
性
が
住
民
登

録
を
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が 、

原
審
申

立
人
は 、

原
審
相
手
方
が
自
宅
か
ら
荷
物
を
持
ち

出
す
た
め
に 、
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
友
人
に一
時
的

に
居
住
し
て
貰
っ
た
と
反
論
し
て
お
り 、

原
審
申

立
人
が
未
成
年
者
を
連
れ
出
す
こ
と
の
裏
付
け
と

な
る
と
は
言
い
が
た
い 。」

ウ

八
頁一
七
行
目
の
「
し
か
し
な
が
ら」
を

「
そ
し
て」
に
改
め ‘

九
頁
三
行
目

〈
虹
玉
広

翫〉
の
末
尾
に
「

原
審
相
手
方
は ‘
パ
ス
ポ
ー

ト
の
再
発
行
は
原
審
申
立
人
が
単
独
で
し
う
る
か

ら
原
審
相
手
方
が
原
審
申
立
人
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を

保
有
し
て
い
る
こ
と
で 、

国
外
へ
の
連
れ
去
り
の

危
険
が
な
く
な
る
と
は
い
え
な
い
と
も
主
張
す
る

が 、

原
審
申
立
人
が
パ
ス
ポ
ー
ト
の
再
発
行
を
求

め
よ
う
と
し
た
事
実
は
窺
わ
れ
ず ‘

具
体
的
に
危

険
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い 。」
を
加
え 、
五

行
目
の
「

極
め
て
不
適
切」
を
「

適
切
を
欠
く」

に
改
め
る 。

工

―
0
頁
二
行
目

〈
年
応
謬
暉〉
の
末
尾
に

改
行
し
て
次
の
と
お
り

加
え
る 。

「

未
成
年
者
の
上
記
の
発
言
内
容
を
見
る

と 、

連
れ
去
り
が
行
わ
れ
な
い
場
合
は
と
か 、

親

贋
が
恩
謂
手
方
に
決
ま
っ
た
場
合
は
と
か
の

条
件
設
定
か
ら
は ‘

未
成
年
者
自
身
の
考
え
と
い

う
よ
り

紛
争
当
事
者
で
あ
る
原
審
相
手
方
の
主
張

を
受
け
売
り
す
る
も
の
と
見
ざ
る
を
得
な
い 。
原

審
申
立
人
の
監
護
を
否
定
的
に
述
べ
る
部
分
も ‘

前
記
の
と
お
り

原
審
申
立
人
が
未
成
年
者
を
連
れ

し 、

年
に
二
回 ‘

未
成
年
者
の
夏
休
み
及
び
冬
休

み
に
原
審
申
立
人
が
未
成
年
者
を
連
れ
て ‘
一
週

間
以
上
三
週
間
以
内
の
期
間
で
△
△
国
へ
里
帰
り

を
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
を
命
じ
る
よ
う
原
審

判
を
変
更
す
る
こ
と
を
求
め
て
抗
告
し
た 。

本
件
の
申
立
て
の
趣
旨
及
び
事
案
の
概
要
は ‘

誓
判
の
「

理
由」
欄
の
第一
及
び
第
二
記
載
の

と
お
り
で
あ
る
か
ら
引
用
す
る 。

――

当
裁
判
所
の
判
断編

注
•
本
誌
で
は
証
拠
の
表
示
)

ぐは
省
略
な
い
し
割
愛
し
ま
す

川

当
裁
判
所
も 、

原
審
判
の
と
お
り
の
面
会

交
流
（
た
だ
し 、

原
審
判
主
文
第一
囚
項
の
通
知

方
法
を
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
も
の
と
し 、

同
第
三

項
の
贈
り

物
の
送
付
先
を
原
審
相
手
方
の
勤
務
先

と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る 。）
を
行
う
こ
と
を
原

庸
手
方
に
命
じ
る
の
が
相
当
で
あ
る
と

判
断
す

る 。
そ
の
理
由
は 、

次
項
の
と
お
り

補
正
す
る
ほ

か
は
原
審
判
の
「

理
由」
欄
の
「

第
三

当
裁
判

所
の
判
断」
一
な
い
し
三
に
お
い
て
認
定
判
断
す

る
と
お
り
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
引
用
す
る 。

図
ァ

六
頁一
0
行
目
か
ら
七
頁一
三
行
目
ま

で
〈
請
訴
闘
鰐
茫
戸〉
を
次
の
と
お
り
改

め
る 。

「

し
か
し
な
が
ら 、
上
記
△
△
人
の
家
政
婦

で
あ
っ
た 、
C
の
説
明
に
よ
れ
ば ‘
C
は 、

平
成

一
五
年―
一
月
か
ら
約
四
年
半
に
わ
た
り 、

原
審

申
立
人
方
で
家
政
婦
と
し
て
稼
働
し
た
者
で
あ
る

が 、

原
審
申
立
人
は 、

未
成
年
者
を
か
わ
い
が
っ

て
お
り 、

夜
は
二
階
で
未
成
年
者
を
寝
か
し
つ
け

て一
緒
に
過
ご
し 、

朝
に
な
る
と
未
成
年
者
が
C

の
居
る一
階
に
降
り
て
き
て 、
三
人
で
朝
食
を
と

っ
た
が 、

朝
食
を
作
る
の
は
C

が
す
る
こ
と
も
原

審
申
立
人
が
す
る
こ
と
も
あ
っ
た 、
そ
の
後
原
審

出
し
た
期
間
中
の
そ
れ
に
限
局
さ
れ
て
い
る
と
い

う
特
色
が
あ
る 。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
は 、

原
審
相

手
方
が
未
成
年
者
を
監
護
中
に
原
審
申
立
人
に
関

す
る
否
定
的
情
報
を
与
え
続
け
た
こ
と
で 、

未
成

年
者
の
認
知
が
歪
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
る 。
な
お ‘

未
成
年
者
は 、

自
分
が
成
人
に
達

す
る
ま
で
面
会
交
流
に
は
応
じ
た
く
な
い
旨
の
手

紙
を
提
出
し
て
い
る
が 、
上
記
の
点
に
照
ら
し 、

ま
た 、

原
審
相
手
方
が 、

未
成
年
者
に
対
す
る
再

度
の
調
査
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
も
鑑
み

る
と 、
上
記
の
手
紙
が
未
成
年
者
の
現
在
の
真
意

を
表
す
も
の
と
は
解
し
が
た
い 。」

ォ
―
二
頁一
八
行
目
の
「

相
手
方
及
び」
を

「
原
審
相
手
方
又
は」
に
改
め 、
ニ
―
行
目
の

「
配
慮
し 、」
の
次
に
「

原
審
相
手
方
又
は」
を
加

え
る 。カ

一
三
頁
ニ
ニ
行
目
の
末
尾
〈
屈

町虐

翫〉
に
改
行
し
て
次
の
と
お
り

加を
る 。

ぶ
E

原
審
申
立
人
は 、

面
会
交
流
の
日
程
の

変
更
通
知
先
や
贈
り

物
の
送
付
先
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に 、

原
審
相
手
方
に
住
所
を
開
示
す
る
義

務
を
課
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る 。
し
か
し
な
が

ら 、

現
時
点
で
原
審
相
手
方
に
住
所
の
開
示
を
命

じ
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
い 。
た
だ
し 、

面
会
交

流
の
日
程
の
変
更
通
知
及
び
贈
り

物
の
送
付
を
確

実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に 、

期
日
の
変
更

通
知
は
当
事
者
双
方
が
知
る
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る

こ
と
と
し 、

贈
り

物
の
送
付
先
は 、
原
審
相
手
方

の
勤
務
先
で
あ
る ‘

株
式
会
社
△
△
の
事
務
所
と

す
る
と
定
め
る
の
が
相
当
で
あ
る 。」

9

よ
っ
て 、

以
上
と
異
な
る
原
審
判
を
取
り

，＇，
 

消
し 、
主
文
の
と
お
り
決
定
す
る 。

（
裁
判
長
裁
判
官

中
西

茂

裁
判
官
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【
主
文】

一

相
手
方
は 、

申
立
人
に
対

し 、

本
審
判
確
定
の
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
以
降 、

以
下
の
と
お
り 、

申
立
人

と
未
成
年
者
が
面
会
交
流
す
る
こ
と
を

認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

川

月一
回

第一
日
曜
日

午
前一

一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

③

相
手
方
は 、

m
の
面
会
交
流
開
始

時
間
に 、
△
△
駅
の
改
札
口
に
お
い

て 、

相
手
方
又
は
相
手
方
の
指
示
を

受
け
た
第
三
者
を
し
て
申
立
人
に
未

成
年
者
を
引
き
渡
す 。

⑪

申
立
人
は 、

川
の
面
会
交
流
終
了

時
間
に 、

△
△
駅
の
改
札
口
に
お
い

て 、

相
手
方
又
は
相
手
方
か
ら
事
前

に
通
知
を
受
け
た
相
手
方
の
指
示
す

る
第
三
者
に
対
し 、

未
成
年
者
を
引

き
渡
す 。

固

当
事
者
や
未
成
年
者
の
病
気
や
未

成
年
者
の
学
校
行
事
等
や
む
を
得
な

い
事
情
に
よ
り 、

上
記
日
程
を
変
更

す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は 、

上
記

事
情
が
生
じ
た
当
事
者
が 、

他
方
当

事
者
に
対
し 、

速
や
か
に
そ
の
理
由

と
共
に
そ
の
旨
の
通
知
を
し 、

申
立

人
及
び
相
手
方
は 、

未
成
年
者
の
福

祉
を
考
慮
し
て
代
替
日
を
決
め
る 。

二

相
手
方
は ‘

申
立
人
と
未
成
年
者

が 、

手
紙
に
よ
り

相
互
に
交
流
す
る
こ

し 、

平
成
二
五
年 ‘

申
立
人
も
離
婚
を
求
め
る
反

訴
を
提
起
し
て 、

現
在
も
係
属
中
で
あ
る 。

④

平
成
二
三
年
六
月
三
日
に
申
立
人
と
未
成

年
者
が
日
本
に
帰
国
し
た
当
時 、
B

は
家
庭
の
事

情
で
△
△
に
帰
国
し
て
お
り 、
A

の
み
が
通
っ
て

家
事
を
担
当
し
て
い
た
が 、
同
月一一
三
日
に
A

が

辞
め
た
後
は 、
申
立
人
と
未
成
年
者
の
み
で
生
活

し
て
い
た 。

相
手
方
は 、

平
成
二
三
年
七
月一
五
日 、

未
成

誓
が
当
時
通
っ
て
い
た
△
△
小
学
校
か
ら
未
成

誓
を
連
れ
て
帰
り 、

当
時
の
相
手
方
宅
で
同
居

す
る
こ
と
と
し 、
△
△
か
ら
戻
っ
て
き
た
B

を
同

居
さ
せ ‘
A

も
雇
用
し
て
未
成
年
者
の
監
護
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た 。
こ
れ
に
伴
い 、

未
成
年
者

は 、
小
学
校
を
転
校
し
て
い
る 。

固

そ
の
後 、

申
立
人
は 、

未
成
年
者
が
通
う

小
学
校
を
探
し
出
し 、

平
成――――一
年
九
月
ご一

日 ‘

未
成
年
者
が
通
っ
て
い
た
小
学
校
か
ら
未
成

年
者
を
連
れ
出
し
た 。
小
学
校
か
ら
知
ら
せ
を
受

け
た
相
手
方
が
警
察
に
通

報
し 、

未
成
年
者
と
共

に
相
手
方
自
宅
に
赴
い
た
申
立
人
と
未
成
年
者
は

△
△
警
察
署
に
任
意
同
行
さ
れ 、

同
署
に
お
い

て 、

未
成
年
者
は
相
手
方
に
引
き
渡
さ
れ
た 。

こ
れ
に
つ
い
て 、
相
手
方
は 、

中
立
人
が 、
小

学
校
の
許
可
を
受
け
ず
に
未
成
年
者
を
連
れ
出
し

た
と
認
識
し
て
お
り 、

未
成
年
者
を
連
れ
去
ろ
う

と
し
た
も
の
と

判
断
し
た
こ
と
か
ら 、
連
れ
去
り

を
防
ぐ
た
め 、

再
度
転
居
し 、

未
成
年
者
も
転
校

さ
せ 、

現
在
の
住
所
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い 。

現
在
も
B

が
同
居
し 、
A

が
通
っ
て
家
事
や
未
成

年
者
の
監
護
補
助
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
く 、

未
成
年
者
が
外
出
す
る
際
に
は
家
政

婦
が
同
行
し
て
い
る 。

140 

畠
山

新

と
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い 。

三

相
手
方
は ‘

申
立
人
が 、

未
成
年
者

に
対
し 、

社
会
的
に
相
当
な
範
囲
内
の

贈
り

物
を
送
付
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
は

な
ら
ず 、

申
立
人
が
未
成
年
者
宛
に
送

付
し
た
賠
り

物
を
受
領
し
た
時
は ‘

速

や
か
に
当
該
贈
り

物
を
未
成
年
者
に
交

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

【
理
由】

第一

申
立
て
の
趣
旨

一

相
手
方
は 、

中
立
人
に
対
し 、

審
判
が
確

定
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
降
三
か
月
間 、

以
下
の
要
領
で 、

申
立
人
と
未
成
年
者
が
面
会
交

流
す
る
こ
と
を
許
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

m

回
数
一
か
月
二
回

②

日
時

第一
土
曜
日
及
び
第
三
土
曜
日
の

い
ず
れ
も
午
前一
0
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

③

引
渡
場
所

△
△
の
自
宅
玄
関
前

――

前
項
に
定
め
る
面
会
の
実
施
に
当
た
り 、

当
事
者
の一
方
が
希
望
す
る
場
合
は 、

引
渡
又
は

面
会
の
実
施
あ
る
い
は
そ
の
双
方
に
つ
き 、

第
三

者
機
関
の
仲
介
又
は
立
会
を
利
用
す
る 。
第
三
者

機
関
利
用
に
伴
う
費
用
は 、

第
三
者
機
関
の
利
用

を
希
望
し
た
当
事
者
が
負
担
す
る 。

―――

相
手
方
は 、

中
立
人
に
対
し 、

前
二
項
に

基
づ
く

六
回
目
の
面
会
交
流
の
終
了
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
以
降 、

以
下
の
要
領
で 、

申
立
人
と
未

成
年
者
が
面
会
交
流
す
る
こ
と
を
許
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い 。

①

回
数
一
か
月
二
回

③

日
時

第一
土
曜
日
及
び
第
三
土
曜
日
の

い
ず
れ
も
午
前一
0
時
か
ら
翌
日
午
後
六
時
ま
で

③

引
渡
場
所

△
△
の
自
宅
玄
関
前

四

前一
二
項
に
基
づ
く

面
会
交
流
開
始
時
の
引

他
方 ‘

申
立
人
は 、
相
手
方
ら
と
同
居
し
て
い

た
自
宅
に
居
住
し
て
お
り 、

平
成
二
三
年
九
月一

二
日
以
降 ‘

未
成
年
者
と
の
面
会
交
流
は
行
わ
れ

て
い
な
い 。

⑥

申
立
人
は 、

平
成
二
四
年
九
月
ニ―
日 ‘

未
成
年
者
と
の
面
会
交
流
を
求
め
て
調
停
の
申
立

て
を
し
（
当
庁
平
成一一
四
年
厩叩
第
七
八
六
八

号） 、

調
停
手
続
が
行
わ
れ
て
い
た
が 、

平
成一―

六
年一
0
月一
三
日 、
不
成
立
と
な
っ
て ‘

審
判

手
続
に
移
行
し
た 。

第一――

当
裁
判
所
の
判
断編

注
•

本
誌
で
は
証
拠
の
表
示
〉

/
は
省
略
な
い
し
割
愛
し
ま
す

一

父
母
が
別
居
し 、
子
と
同
居
し
て
い
な
い

親
と
子
の
面
会
交
流
に
つ
き
父
母
の
間
で
協
議
が

調
わ
な
い
と
き 、

又
は
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
は 、

家
庭
裁
判
所
は 、

民
法
七
六
六
条
を

類
推
適
用
し 、

家
事
審
判
法
九
条一
項
乙
類
四
号

に
よ
り 、

面
会
交
流
に
つ
い
て
相
当
な
処
分
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る

（
最
高
裁
第一
小
法
廷
決
定
平
成―
二
年
五
月一

日・
民
集
五
四
巻
五
号一
六
0
七
頁） 。

そ
し
て 、

子
の
福
祉
の
観
点
か
ら
は 、
父
母
の

別
居
中
に
お
い
て
も ‘

非
監
護
親
と
の
適
切
な
面

会
交
流
が
行
わ
れ
る
こ
と
は 、

子
の
健
全
な
成
長

や
人
格
形
成
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
り 、

有

益
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら 、

面
会
交
流
の
実
施
が

か
え
っ
て
子
の
福
祉
を
害
す
る
と
い
え
る
特
段
の

事
情
が
な
い
限
り 、

原
則
と
し
て ‘

非
監
護
親
と

子
と
の
面
会
交
流
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
解

さ
れ
る 。

ニ

相
手
方
は ‘

申
立
人
と
の
面
会
交
流
が
未

成
年
者
の
福
祉
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら 、

認

め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
の

渡
は 、

当
事
者
間
の
協
議
に
よ
り 、

開
始
時
刻
ま

で
に
引
渡
場
所
に
到
着
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

時
刻
に
未
成
年
者
を
適
宜
の
交
通
機
関
に
搭
乗
さ

せ 、
か
つ 、

そ
の
旨
を
携
帯
電
話
等
で
申
立
人
に

通
知
す
る
方
法
で
行
う
こ
と
が
で
き
る 。
こ
の
場

合 、

相
手
方
は 、

未
成
年
者
を
引
渡
場
所
に
連
れ

て
行
く

義
務
を
負
わ
な
い 。

五

相
手
方
は ‘

申
立
人
と
未
成
年
者
が 、

携

帯
電
話
や
手
紙
な
ど
適
宜
の
方
法
に
よ
り

相
互
に

通
信
す
る
こ
と
を
許
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

六

相
手
方
は 、

申
立
人
が
未
成
年
者
に
対

し 、

社
会
的
に
相
当
な
範
囲
内
の
贈
り

物
等
を
送

っ
た
場
合
に 、
こ
れ
を
許
し 、

当
該
贈
り

物
等
が

未
成
年
者
に
渡
る
よ
う
便
宜
を
図
り 、

未
成
年
者

が
受
領
し
た
旨
と
未
成
年
者
の
感
想・
反
応
な
ど

を 、
具
体
的
か
つ
速
や
か
に
申
立
人
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い 。

七

相
手
方
は 、

中
立
人
に
対
し 、

年一一
回 、

未
成
年
者
の
夏
休
み
及
び
冬
休
み
に 、

未
成
年
者

を
連
れ
て 、
一
週
間
以
上
三
週
間
以
内
の
期
間
で

△
△
国
に
里
帰
り
す
る
こ
と
を
許
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い 。

第
二

事
案
の
概
要

一

本
件
は 、

妻
で
あ
る
申
立
人
が 、

平
成
二

四
年
九
月
ニ
―
日 、
夫
で
あ
る
相
手
方
と
同
居
し

て
い
る
申
立
人
と

相
手
方
と
の
間
の
子
で
あ
る
未

成
年
者
と
の
面
会
交
流
を
求
め
る
調
停
の
申
立
て

を
し 、

平
成
二
六
年―
0
月一
日
日 、

不
成
立
と

な
っ
て
審
判
手
続
に
移
行
し
た
事
案
で
あ
り 、

非

訟
事
件
手
続
法
及
び
家
事
事
件
手
続
法
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
整
備
法
四
条
第
二
号
に
よ
り

廃
止

前
の
家
事
審
判
法
が
適
用
さ
れ
る 。

――

調
査

報
告
書
を
含
む
本
件
記
録
及
び
手
続

で 、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る 。

①

相
手
方
は 、

申
立
人
が
未
成
年
者
の
育
児

を
放
棄
し
て
い
た
こ
と
を
主
張
し
て
お
り 、
遅
く

と
も
平
成一
五
年
x
x
月
以
降 、
△
△
人
家
政
婦

が
申
立
人
ら
家
族
と
同
居
し
て
お
り 、

平
成一
六

年
二
月
以
降
は
日
本
人
家
政
婦
で
あ
る
A

が
通
う

よ
う
に
な
っ
て 、

家
事
や
監
護
補
助
を
行
っ
て
い

た
こ
と
は
上
記
認
定
の
と
お
り
で
あ
る 。

ま
た 、

未
成
年
者
に
つ
い
て 、

人
事
訴
訟
事
件

で
行
わ
れ
た
調
査
の
平
成―一
六
年
八
月
六
日
付
け

調
査

報
告
書 ‘

本
件
の
調
停
手
続
に
お
い
て
行
わ

れ
た
調
査
の
平
成
二
五
年
七
月一
六
日
付
け
調
査

報
告
書
及
び
審
判
手
続
に
移
行
し
た
後
に
行
わ
れ

た
調
査
の
平
成
二
七
年
三
月
三一
日
付
け
調
査

報

告
書
で
は 、

少
な
く
と
も ‘

未
成
年
者
自
身
が 、

申
立
人
と
二
人
で
生
活
し
て
い
た
平
成
二
三
年
六

月
頃
か
ら
同
年
七
月一
五
日
ま
で
の
生
活
に
つ
い

て 、

食
事
を
作
っ
て
も
ら
え
ず 、

朝
も
起
こ
し
て

も
ら
え
な
か
っ
た
た
め 、

小
学
校
に
遅
刻
し
た
と

き
に
も ‘

申
立
人
が
小
学
校
へ
の
説
明
を
し
て
く

れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し 、

平
成
二
六
年

及
び
平
成―一
七
年
の
調
査
時
点
に
お
い
て
も ‘

説

明
し
な
が
ら
泣
く
ほ
ど
の
状
況
と
し
て
記
憶
し
て

い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る 。

A

の
説
明
に
よ
れ
ば 、
同
室
内
で
就
寝
す
る
な

ど
し
て
未
成
年
者
を
主
と
し
て
監
護
し
て
い
た
の

は
△
△
人
家
政
婦
で 、

中
立
人
は
未
成
年
者
の
監

護
に
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
り 、

少
な
く
と
も ‘

夫
婦
と
幼
児
の一
二
名
の
家
族
に ‘

家
政
婦一
名
が
同
居
し 、
さ
ら
に一
名
が
通
っ
て

家
事
を
担
当
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら ‘

未
成
年
者
の
監
護
の
全
般
を
申
立
人
が
行
っ
て
い

た
と
す
る
申
立
人
の
説
明
は 、
上
記
の
未
成
年
者

，
の
全
趣
旨
に
よ
れ
ば 、

本
件
の
経
過
に
つ
い
て ‘

以
下
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る 。

m

申
立
人
(
x
x
年
x
x
月
x
x
日
生 。
国

籍・
△
△
国）
と

相
手
方
（
又
X
年
x
x
月
x
x

日
生）
は 、

平
成―
二
年
x
x
月
x
x
日
に
婚
姻

の
届
出
を
し
た
夫
婦
で
あ
り 、

平
成一
五
年
x
x

月
x
x
日
に
未
成
年
者
が
出
生
し
た 。

図

申
立
人
は
日
本
語
で
十
分
な
意
思
疎
通
が

で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り ‘

遅
く
と

も
未
成
年
者
の
出
生
後
で
あ
る
平
成一
五
年
x
x

月
頃
か
ら 、
△
△
人
家
政
婦
が
同
居
し
て
監
護
補

助
を
し
て
い
た
が 、

平
成一
六
年
二
月
か
ら
は
日

本
人
家
政
婦
で
あ
る
A

が
雇
用
さ
れ 、
午
後
の
み

通
っ
て
家
事
を
担
当
し
て
い
た 。

平
成
二
0
年一
0
月
以
降 、
△
△
人
で
あ
る
B

が
家
政
婦
と
し
て
屈
用
さ
れ
て
同
居
す
る
よ
う
に

な
り 、

現
在
も
相
手
方
自
宅
に
お
い
て
未
成
年
者

の
監
護
補
助
を
担
当
し
て
い
る 。

⑱

申
立
人
と

相
手
方
は 、

平
成一
三
年
頃
か

ら
夫
婦
仲
が
険
悪
と
な
っ
て 、

激
し
い
け
ん
か
を

す
る
よ
う
に
な
り 、

申
立
人
と
未
成
年
者
が
平
成

一

三
年
二
月一
九
日
か
ら
同
年
六
月＝一
日
ま
で
△

△
に一
時
帰
国
し
て
い
る
間
の
同
年
五
月
末
頃 、

相
手
方
は 、

同
居
し
て
い
た
家
を
出
て
別
居
し

た 。相
手
方
は 、

同
年
六
月
二
0
日 、

申
立
人
の
署

名
欄
を
代
筆
し
て
離
婚
届
を
作
成
し ‘

提
出
し
た

が ‘

申
立
人
が
協
議
離
婚
無
効
確
認
訴
訟
を
提
起

し 、

平
成一
四
年
六
月一
九
日 、

離
婚
無
効
確
認

判
決
が
確
定
し
て ‘

戸
籍
か
ら
離
婚
事
項
が
消
除

さ
れ
た 。

平
成一一
四
年 、

相
手
方
は 、

中
立
人
に
対
し 、

横
浜
家
庭
裁
判
所
に
離
婚
を
求
め
る
訴
え
を
提
起

と
二
人
で
生
活
し
て
い
た
期
間
に
つ
い
て
の
未
成

年
者
の
指
摘
を
考
慮
す
れ
ば 、

採
用
で
き
な
い 。

ま
た 、

申
立
人
と
未
成
年
者
が一一
人
で
生
活
し
て

い
た
わ
ず
か
な
期
間 、

未
成
年
者
が 、

子
の
生
活

に
と
っ
て
最
も
基
本
的
な
食
生
活
の
面
に
お
い
て

も
十
分
な
監
護
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
は
上
記
の
と
お
り
で
あ
る 。

し
か
し
な
が
ら ‘

申
立
人
が ‘

未
成
年
者
の
監

護
を
直
接
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も 、

家
政

婦
二
名
を
雇
っ
て ‘

申
立
人
あ
る
い
は
相
手
方
の

指
不
に
よ
り
家
政
婦
ら
が
未
成
年
者
を
監
護
し
て

い
た
と
す
れ
ば 、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て ‘

申
立
人

が
育
児
を
放
棄
し
た
と
ま
で
い
え
る
も
の
で
は
な

い 。
そ
し
て ‘
由
立
人
が
未
成
年
者
と
二
人
で
過

ご
し
て
い
た
期
間
の
生
活
に
つ
い
て
は 、

未
成
年

者
が
現
在
も
否
定
的
な
記
憶
を
強
く

残
し
て
い
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば 、

申
立
人
に
よ
る
監
護
が
不
十

分
な
い
し
不
適
切
で
あ
っ
た
と
評
価
せ
ざ
る
を
得

な
い
し 、
こ
れ
に
加
え
て 、

相
手
方
は 、

申
立
人

が
未
成
年
者
を
夜
間
六
本
木
な
ど
の
繁
華
街
に
同

行
し
た
こ
と
な
ど
も
主
張
し
て
い
る
が 、

申
立
人

の
監
護
状
況
に
不
十
分
な
い
し
不
適
切
な
点
が
あ

っ
た
と
し
て
も 、

そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に 、

申
立

人
が
未
成
年
者
と
面
会
交
流
す
る
こ
と
が 、

未
成

年
者
の
福
祉
に
反
す
る
と
ま
で
い
う
こ
と
は
で
き

な
い 。図

相
手
方
は 、

申
立
人
に
よ
る
未
成
年
者
の

連
れ
去
り
の
危
険
性
が
あ
り 、
△
△
等
外
国
に
連

れ
去
ら
れ
た
場
合
に
は
取
り

戻
す
こ
と
が
不
可
能

で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る 。

ア

相
手
方
が
別
届
し
た
後 、
A

が
通
っ
て
家

事
を
行
っ
て
い
た
頃
に 、

申
立
人
が 、

夏
休
み
に

な
っ
た
ら
未
成
年
者
を
△
△
に
連
れ
て
帰
っ
て ‘

申
立
人
の
母
親
に
預
け 、
二
度
と
日
本
に
返
さ
な
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い
と
述
べ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
り、

平
成
二
三

年
九
月―
二
日、

申
立
人
が
未
成
年
者
を
小
学
校

か
ら
連
れ
出
し
た
こ
と
は
上
記
認
定
の
と
お
り
で

あ
る。ま

た、
相
手
方
は、

申
立
人
が、

相
手
方
の
会

社
の
自
動
車
に、

走
行
経
路
を
記
憶
す
る
G
P

S

に
よ
る
追
跡
装
置
を
装
着
し
て、

相
手
方
の
行
動

を
調
べ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て、

平
成
ニ―云一
年

―
一
月
三
0
日
及
び
同
年―
―一
月一
日
の
写
真
を

提
出
し
て
お
り、

申
立
人
が、

平
成
二
四
年
八
月

か
ら
九
月
頃、

未
成
年
者
に
無
断
で、

未
成
年
者

の
写
真
を
登
載
し
た
F
a
c
e
b
o
o
k
の
ペ
ー

ジ
を
作
成
し、

未
成
年
者
が
母
親
を
探
し
て
い
る

と
記
載
し、

未
成
年
者
の
写
真
を
載
せ
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込
み
を
い
ず
れ
も
公
開
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
る。

イ

上
記
の
と
お
り、

申
立
人
は、

未
成
年
者

を
小
学
校
か
ら
連
れ
出
し
て、

当
時
の
相
手
方
自

宅
に
行
っ
た
時
点
で
警
察
官
に
任
意
同
行
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
り、

申
立
人
の
心
情
は
別
と
し

て、
そ
の
行
動
が
不
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
否
定
で
き
な
い。

ま
た、

相
手
方
の
会
社
の
自
動
車
に
追
跡
装
囮

を
装
着
し
た
と
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
も‘

申
立
人

が、

相
手
方
の
自
宅
を
探
し
出
そ
う
と
し
て
い
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
が、

少
な
く
と
も
そ
の
た
め

に
選
択
し
た
手
段
は
到
底
是
認
で
き
る
も
の
で
は

な
い。さ

ら
に、

未
成
年
者
の
氏
名
や
写
真
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
て、

母
親
を
探
す
よ
う
呼

び
か
け
る
な
ど
の
書
き
込
み
を
し
た
こ
と
は、

相

手
方
及
び
未
成
年
者
が
認
識
し
得
な
い
状
態
で、

未
成
年
者
の
氏
名
及
び
容
貌
を
不
特
定
多
数
に
示

す
も
の
で
あ
っ
て、

未
成
年
者
を
危
険
に
さ
ら
す

二
歳
で
あ
り、

自
ら
の
福
祉
に
つ
い
て
判
断
す
る

こ
と
が
で
き、

意
思
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら、

相
手
方
に
作
為
義
務
を
課
す
べ
き
で
は
な

い
と
主
張
し
て
い
る。

申
立
人
と
未
成
年
者
と
の
面
会
交
流
は
四
年
以

上
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず‘

申
立
人
が
未
成
年
者
を

小
学
校
か
ら
連
れ
出
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し

て、

相
手
方
が
転
居
し、
そ
の
転
居
先
及
び
未
成

年
者
が
通
学
し
て
い
る
小
学
校
を
明
ら
か
に
し
て

い
な
い
こ
と
は
上
記
の
と
お
り
で
あ
る。

そ
し
て、

相
手
方
は‘

申
立
人
と
未
成
年
者
と

の
面
会
交
流
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し

て‘

面
会
交
流
の
試
行
も
拒
絶
し
て
い
る
か
ら、

中
立
人
と
相
手
方
が、

面
会
交
流
の
具
体
的
な
方

法
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
を
期
待
し
得
る
状

況
に
は
な
い。

他
方
で、

未
成
年
者
は‘

申
立
人
と
の
面
会
交

流
そ
の
も
の
を
拒
否
し
て
お
ら
ず、

現
在
の
監
護

状
況
が
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で、

申

立
人
と
の
面
会
交
流
を
受
容
し
て
い
る
も
の
と
理

解
す
べ
き
で
あ
っ
て、
そ
の
時
期
を
親
権
者
が
相

手
方
と
な
っ
た
後
と
す
る
発
言
が
相
手
方
の
意
向

を
反
映
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
上

記
の
と
お
り
で
あ
る。

し
た
が
っ
て‘

未
成
年
者
が
既
に―
二
歳
で
あ

り、

十
分
な
判
断
能
力
を
有
し、

意
思
を
表
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も‘

未
成
年

者
の
負
担
や
生
活
上
の
不
利
益
に
対
す
る
配
慮
を

し
た
上
で、

面
会
交
流
の
具
体
的
な
方
法
等
を
定

め、

相
手
方
に
未
成
年
者
の
引
渡
の
作
為
義
務
を

課
さ
な
け
れ
ば、

面
会
交
流
を
実
現
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る。

③

そ
こ
で、

面
会
交
流
の
具
体
的
な
方
法
等

可
能
性
も
否
定
で
き
ず、
ど
の
よ
う
に
説
明
し
た

と
し
て
も
正
当
化
し
得
る
も
の
で
は
な
い。

上
記
の
と
お
り、
こ
れ
ら
の
申
立
人
の
行
動
は

不
適
切
で
あ
っ
て、

未
成
年
者
の
福
祉
に
配
慮
し

て
い
る
と
は
到
底
い
え
な
い
行
動
で
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い。

ウ

し
か
し
な
が
ら、

申
立
人
の
こ
れ
ら
の
行

為
は、
い
ず
れ
も
本
件
調
停
の
申
立
て
以
前、
あ

る
い
は
そ
の
前
後
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て、

現
時
点
に
お
い
て
は‘

夫
婦
間
の
問
題
に
つ
い
て

は
△
△
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
離
婚
訴
訟
が
係
属

し、

未
成
年
者
と
の
面
会
交
流
に
つ
い
て
は
本
件

で
審
理
さ
れ
る
な
ど、
い
ず
れ
も
法
的
手
続
に
お

い
て
解
決
す
る
た
め
の
行
動
が
取
ら
れ
て
い
る
か

ら、

少
な
く
と
も‘

今
後、
連
れ
去
り
な
ど
の
未

成
年
者
の
福
祉
を
害
す
る
行
動
を
行
わ
な
い
こ
と

を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き、
そ
の
後
に‘

申
立
人

が
未
成
年
者
を
連
れ
去
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
事
態

が
生
じ
た
こ
と
を
示
す
事
梢
は
見
当
た
ら
な
い。

ま
た、
△
△
等
海
外
に
連
れ
去
ら
れ
た
場
合
に

は‘

未
成
年
者
を
取
り
戻
す
こ
と
が
栖
め
て
困
難

に
な
る
こ
と
は
相
手
方
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ

る
が、

未
成
年
者
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
相
手
方
が
保

管
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
り、

申
立
人
が、

相

手
方
の
了
解
な
く‘

未
成
年
者
を
国
外
に
連
れ
出

す
具
体
的
な
危
険
性
が
あ
る
こ
と
も
窺
わ
れ
な

｀
�

゜

＇
＞

さ
ら
に
‘

申
立
人
が、

未
成
年
者
の
氏
名
や
容

貌
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
た
こ
と
は
極

め
て
不
適
切
な
行
為
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

る
が、
そ
の
こ
と
が、

申
立
人
が
未
成
年
者
の
連

れ
去
り
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
事
情

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い。

し
た
が
っ
て、

上
記
の
事
情
は
あ
る
と
し
て

に
つ
い
て
検
討
す
る。

ア

審
判
手
続
に
お
い
て、

相
手
方
は、

面
会

交
流
の
試
行
や
再
度
の
未
成
年
者
の
調
査
を
拒
絶

し
て
い
る
た
め
‘

面
会
交
流
の
実
施
に
よ
る
未
成

年
者
へ
の
影
響
や
面
会
交
流
の
実
施
方
法
に
つ
い

て
の
未
成
年
者
及
び
相
手
方
の
意
向
を
聴
取
す
る

こ
と
が
で
き
な
い。

ま
た、
上
記
の
と
お
り、

未
成
年
者
に
対
し、

人
事
訴
訟
事
件
を
含
め
調
査
官
に
よ
る
三
固
の
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
が、
い
ず
れ
も‘

家
庭
裁
判

所
内
に
お
け
る
調
査
に
と
ど
ま
り、

未
成
年
者
の

自
宅
で
の
調
査
及
び
学
校
に
対
す
る
調
査
は
行
わ

れ
て
い
な
い
か
ら
‘

未
成
年
者
の
具
体
的
な
生
活

状
況
は
不
明
で
あ
り、

面
会
交
流
の
実
施
に
お
い

て
考
慮
す
べ
き
未
成
年
者
の
学
校
生
活
及
び
日
常

生
活
に
お
け
る
支
障
も
明
ら
か
で
は
な
い。

さ
ら
に、

申
立
人
と
相
手
方
と
の
離
婚
訴
訟
は

未
だ
係
属
中
で
あ
っ
て‘

未
成
年
者
は、

申
立
人

と
相
手
方
と
の
紛
争
の
渦
中
に
あ
っ
て、

小
学
校

低
学
年
時
に、

申
立
人
と
相
手
方
と
の
別
居
に
伴

い、
そ
の
居
住
場
所
や
小
学
校
を
転
々
と
す
る
経

験
を
す
る
な
ど、
心
理
的
な
強
い
負
荷
の
下
で
成

育
し
て
い
た
も
の
と
い
え
る。

上
記
の
事
情
と
面
会
交
流
が
途
絶
え
て
か
ら
既

に
四
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
に
加
え、

調

査
官
の
三
回
の
調
査
に
お
い
て、

相
手
方
の
意
向

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え、
い
ず
れ
も

親
権
者
が
相
手
方
と
な
っ
た
後
に
面
会
交
流
を
す

る
と
の
意
向
を
示
し
て
い
る
未
成
年
者
の
心
情
に

照
ら
せ
ば、

面
会
交
流
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る

未
成
年
者
の
負
担
が
過
大
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
り、

面
会
交
流
の
再
開
に
あ
た

っ
て
は、

月一
回
の
日
帰
り
に
止
め、
そ
の
時
間

も、

現
時
点
に
お
い
て‘

未
成
年
者
と
の
面
会
交

流
を
実
施
す
れ
ば、

中
立
人
が
未
成
年
者
を
連
れ

去
る
危
険
性
が
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い。

⑲

相
手
方
は、

未
成
年
者
が
申
立
人
と
の
面

会
交
流
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い

る。
確
か
に、

未
成
年
者
は、

本
件
の
調
停
手
続
に

お
い
て
行
わ
れ
た
調
査
（
平
成一一
五
年
七
月一
六

日
付
け
調
査
報
告
書）、

審
判
手
続
に
移
行
し
た

後
に
行
わ
れ
た
調
査
（
平
成
二
七
年
三
月＝―-
日

付
け
調
査
報
告
書）

及
び
人
事
訴
訟
事
件
で
行
わ

れ
た
調
査
（
平
成
二
六
年
八
月
六
日
付
け
調
査
報

告
書）
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も‘

申
立
人
と
の
面

会
交
流
は、

調
査
時
点
で
は
否
定
的
で
あ
る
旨
の

回
答
を
し
て
い
る
が、

他
方
で、

親
権
者
が
相
手

方
と
な
っ
た
後
に
は
会
っ
て
も
よ
い
と
か、

申
立

人
が
絶
対
に
連
れ
去
ら
な
い
と
約
束
し
た
場
合
に

は、
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
て
か
ら
で
あ
れ
ば
会

っ
て
も
よ
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る。未
成
年
者
が、

申
立
人
と
二
人
で
生
活
し
て
い

た
期
間
に
つ
い
て、

申
立
人
に
対
し
否
定
的
な
評

価
を
し
て
お
り、
三
年
以
上
を
経
過
し
た
平
成――

七
年一
二
月
の
時
点
で
も
涙
を
流
す
ほ
ど
の
経
験
と

し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
上
記
の
と
お
り
で

あ
る
が、
上
記
各
調
査
報
告
書
に
よ
る
と、

未
成

年
者
は、
そ
の
こ
と
を
理
由
と
し
て
申
立
人
と
会

う
こ
と
を
拒
絶
し
て
い
る
の
で
は
な
く、

平
成――

三
年
九
月
に
小
学
校
か
ら
連
れ
出
さ
れ
た
こ
と
か

ら、

申
立
人
と
面
会
し
て
連
れ
去
ら
れ
る
こ
と
を

懸
念
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
り、

親
権
者
が
相

手
方
と
な
れ
ば、

誘
拐
と
し
て
捕
ま
え
て
も
ら
え

る
と
述
べ、

他
人
と
な
っ
た
申
立
人
と
で
あ
れ
ば

普
通
に
話
せ
る
と
思
う
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ

も
当
初
は
長
時
間
に
及
ぶ
こ
と
を
避
け
る
の
が
相

当
で
あ
る。

し
た
が
っ
て‘

申
立
人
が
未
成
年
者
と
食
事
を

共
に
し
た
い
と
の
意
向
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
考

慮
し、

月
に一
回‘

午
前―
一
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
の
五
時
間
の
面
会
交
流
を
実
施
す
る
の
が
相

当
で
あ
る。

イ

未
成
年
者
の
引
渡
場
所
に
つ
い
て‘

未
成

年
者
の
住
所
地
は
明
ら
か
で
は
な
い
か
ら、

申
立

人
の
住
所
地
に
近
接
し
た
△
△
駅
の
改
札
口
と

し、

未
成
年
者
の
監
護
補
助
を
B
及
び
A

が
行
っ

て
お
り、

外
出
の
際
に
付
き
添
っ
て
い
る
こ
と
は

上
記
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら、
上
記
場
所
に
お
い

て
引
渡
を
行
う
者
と
し
て、

相
手
方
及
び
相
手
方

の
指
示
を
受
け
た
第
三
者
と
定
め
る
こ
と
が、

未

成
年
者
の
生
活
に
相
応
し
た
措
置
で
あ
る。

た
だ
し、

申
立
人
が、

面
会
交
流
終
了
時
に
引

き
渡
す
者
に
つ
い
て
は、

未
成
年
者
の
安
全
に
配

慮
し、

相
手
方
か
ら
事
前
に
そ
の
旨
の
通
知
を
受

け
た
第
三
者
に
対
し
て
引
き
渡
す
も
の
と
す
る。

ウ

申
立
人
は‘
七
回
目
以
降
の
面
会
交
流
に

つ
い
て
宿
泊
を
伴
う
面
会
交
流
と
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
が、
六
回
の
面
会
交
流
の
実
施
が
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り、

宿
泊
を
伴
う
面
会
交
流
が
未
成

誓
の
心
身
に
過
大
な
負
担
を
与
え
る
も
の
で
な

く
な
る
も
の
と
は
い
え
ず、

未
成
年
者
の
福
祉
に

合
致
す
る
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。

し
た
が
っ
て、

相
当
期
間、

上
記
面
会
交
流
を

実
施
し
た
上
で、

未
成
年
者
の
心
情
や
生
活
状
況

等
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か

ら、
現
時
点
で
こ
れ
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い。

ま
た、

申
立
人
は‘
△
△
へ
の
年一一
回
の
里
帰

り
を
求
め
て
い
る
が、

同
様
に、

現
時
点
で
こ
れ

ま
ず、

相
手
方
は、

未
成
年
者
が
既
に

る。未
成
年
者
は、

平
成
二
七
年
三
月
の
調
査
時
点

で
は一
―
歳
で
あ
り、

理
解
力
や
表
現
力
に
も
欠

け
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
ら、

未
成
年
者
の
意
向
の

表
明
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と

こ
ろ、
上
記
の
と
お
り、

親
権
者
が
相
手
方
と
な

っ
た
後
の
面
会
交
流
は
肯
定
し
て
い
る
か
ら、

申

立
人
と
の
面
会
交
流
を
全
面
的
に
拒
否
す
る
も
の

で
は
な
い。
そ
し
て、

未
成
年
者
の
上
記
発
言

は、
上
記
各
調
査
報
告
書
を
総
合
す
る
と、

未
成

年
者
が
現
在
の
監
護
状
況
の
継
続
を
望
ん
で
お

り、

そ
の
希
望
が
か
な
え
ら
れ
た
状
態
で
あ
れ

ぱ、

中
立
人
と
の
面
会
交
流
を
受
容
す
る
も
の
と

理
解
す
べ
き
で
あ
る。

面
会
交
流
の
開
始
を、

申
立
人
と
相
手
方
と
の

離
婚
訴
訟
に
お
い
て
親
権
者
の
指
定
が
さ
れ、
こ

れ
が
確
定
し
た
後
と
す
る
未
成
年
者
の
発
言
は、

そ
の
条
件
が
親
権
者
の
確
定
で
あ
る
こ
と
に
照
ら

し、

相
手
方
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
り、
ま
た、

面
会
交
流
に
よ
り
現
在
の
監

護
状
況
が
変
更
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
か
ら、

未

成
年
者
の
上
記
意
向
の
表
明
は、

現
時
点
に
お
い

て、

中
立
人
と
の
面
会
交
流
を
妨
げ
る
事
情
と
評

価
す
べ
き
で
は
な
い。

•

④

以
上
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
‘

申
立
人
と

の
面
会
交
流
の
実
施
が、

未
成
年
者
の
福
祉
を
害

す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
は
な
く‘

申
立
人
と
の
面
会
交
流
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る。

―――

そ
こ
で、

申
立
人
は‘

申
立
て
の
趣
旨
記

載
の
と
お
り
の
面
会
交
流
の
実
施
を
求
め
て
い
る

の
で、

具
体
的
な
面
会
交
流
の
方
法
に
つ
い
て
検

討
す
る。

�
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を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い。

工

審
判
手
続
に
お
い
て‘

申
立
人
か
ら
未
成

年
者
に
あ
て
て
三
通
の
手
紙
を
調
査
官
あ
る
い
は

相
手
方
手
続
代
理
人
を
経
由
し
て
交
付
し、
こ
れ

を
未
成
年
者
が
受
領
し
て
い
る
が、
こ
れ
以
外
に

申
立
人
と
未
成
年
者
と
の
間
で、

何
ら
か
の
通
信

手
段
を
も
っ
て
交
流
し
た
こ
と
は
窺
わ
れ
な
い。

し
た
が
っ
て、

今
後
も
当
分
の
間、

手
紙
に
よ

る
通
信
を

継続ず
べ
き
で
あ
り、

携
帯
電
話
に
よ

り
直
接
会
話
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は、

今
後
の
面

会
交
流
の
実
施
を
経
た
上
で、

未
成
年
者
の
意
向

も
踏
ま
え
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り、

現
時
点
で

携
帯
電
話
等
手
段
を
特
定
せ
ず
に
通
信
を
行
う
こ

と
が、

未
成
年
者
の
福
祉
に
合
致
す
る
も
の
と
判

断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。

オ

さ
ら
に、

申
立
人
が
未
成
年
者
に
誕
生
日

な
ど
に
社
会
的
に
相
当
な
範
囲
内
の
贈
り
物
を
す

る
こ
と
は
妨
げ
る
べ
き
で
は
な
く、
ま
た‘

相
手

方
は
こ
れ
を
未
成
年
者
に
手
渡
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
が、

未
成
年
者
が
既
に一
――

歳
で
あ
り、

申
立
人
と
月一
回
の
面
会
交
流
を
行

う
こ
と
に
鑑
み
れ
ば、

相
手
方
に
対
し、

未
成
年

者
の
反
応
等
を
申
立
人
に
通
知
す
る
こ
と
ま
で
を

課
す
必
要
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い。

⑱

以
上
の
と
お
り、

申
立
人
と
未
成
年
者
と

の
面
会
交
流
に
つ
い
て、

未
成
年
者
の
福
祉
に
配

慮
し、

月一
回
五
時
間
の
面
会
交
流
を
実
施
し、

手
紙
に
よ
る
通
信
及
び
贈
り
物
を
送
る
こ
と
を
認

め
る
の
が
相
当
で
あ
る。

四

よ
っ
て、
主
文
の
と
お
り
審
判
す
る。

（
家
事
審
判
官

石
栗
正
子）




